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新
入
生
と
共
に
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

新
緑
の
季
節
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

本
学
で
は
昨
年
と
同
様
に
去
る
三
月

二
十
五
日
に
卒
後
式
を
挙
行
し
多
く
の
卒

業
生
を
社
会
に
送
り
出
し
、
ま
た
四
月
二

日
に
入
学
式
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
は
卒
業
式
も
入
学
式
も
両
日
共

に
好
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

経
済
学
部
で
は
約
一
千
名
の
新
入
生

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

学
内
の
授
業
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
順
調
に

進
ん
で
お
り
、
新
入
生
も
キ
ャ
ン
パ
ス
の

施
設
や
環
境
に
も
慣
れ
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
。
す
で
に
ツ
ツ
ジ
も
満
開
で
連
休
も

終
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
は
新
緑
が
日
増
し
に
色
濃
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
学
生
達
は
新
し
い
年
度
を
迎
え

学
業
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
て
、
下
段
の
ご
案
内
の
よ
う
に
今

年
も
定
期
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
、
母
校
を
お
訪
ね

頂
き
楽
し
い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し
下
さ

い
。学
部
の
後
輩
に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
後
の
皆
様
の
心
の
支
え
に
成
る
こ
と
を

念
じ
て
お
り
ま
す
。

			   第 24 回　白門経友会　定期総会のご案内

　　1.   日　時	 6 月 7 日（土）午後 2 時開会	 　　4. 	 記念講演　　14：40 － 16：10

	 （6 月第 1 土曜日が定例となっております。）		  講　師　　　緒方俊雄　教授

　							       演　題　　　アジアの経済回廊とグリーン経済

　　2.　会　場	 中央大学多摩キャンパス			   ※会場は定期総会と同じです。

		  ７号館 7103 教室

　　3.　定期総会	 14：00 － 14：30			  　　5.	 懇親会	 　　16：30 － 18：30

　　　　　	 ① 2013 年度 活動報告			   会　場	 　　生協２階　ふらっと

　　　　　	 ② 2014 年度 活動計画・予算案		  会　費	 　　OB( 卒業 5 年以上）　10,000 円

　　　　　	 ③ その他					     　　OB( 卒業 5 年未満）　  3,000 円

                                                                                            　         		  　　現役学生　       　        1,000 円   

	 　　役員の方は当日 13：00 より幹事会を開催しますので同時刻までに会場にご参集下さい。

	 　　（懇親会費は、当日受付にて集金させて頂きますのでよろしくお願いいたします。）

⇒　

桜
広
場
の
白
門
前
に
て

⇐　

Ｃ
ス
ク
エ
ア
の
近
く
の
桜

モノレール駅近くでの記念撮影 テミス像周辺 ぺデ上のツツジ



第
一
号
議
案　

二
〇
一
三
年
度
活
動
報
告

Ⅰ　

会
議

一　

二
〇
一
三
年
度
定
期
総
会

　

日
時　

二
〇
一
三
年
（
平
成
二
十
五
年
）

      
六
月
一
日
（
土
） 

十
四
時

　

場
所　

中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

　

七
号
館　
　

七
一
〇
四
号
室

　

議
案

　

第
一
号
議
案

　
　
　

二
〇
一
二
年
度
活
動
報
告
及
び

　
　
　

決
算
報
告
に
つ
い
て

　

第
二
号
議
案

　
　
　

二
〇
一
三
年
度
活
動
計
画
及
び

　
　

予
算
案
承
認
に
つ
い
て

　

第
三
号
議
案そ

の
他
報
告
事
項

　

以
上
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
片
桐
稔
晴
教
授
に
よ
り
「
日
本
の
名
城
―

そ
の
見
ど
こ
ろ
と
楽
し
み
方
」
と
い
う
演
題
で

講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。
つ
い
で
会
場
を
生
協

二
階
「
ふ
ら
っ
と
」
に
移
し
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

二　

幹
事
会

①①
二
〇
一
三
年
六
月
一
日
（
土
）
第

二
十
三
回
総
会
の
議
案
を
審
議
、
承
認
。

②②
二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
八
日
常
任
幹

事
会
を
拡
大
し
て
諸
行
事
の
承
認
。

三　

常
任
幹
事
会

①①
二
〇
一
三
年　

四
月
二
十
六
日
（
金
）

②②
二
〇
一
三
年　

六
月
二
十
一
日
（
金
）

③③
二
〇
一
三
年　

七
月
十
六
日
（
火
）

④④
二
〇
一
三
年　

九
月
二
十
七
日
（
金
）

⑤⑤
二
〇
一
三
年　

十
月
二
十
五
日
（
金
）

⑥⑥
二
〇
一
三
年　

十
一
月
二
十
八
日
（
木
）

⑦⑦
二
〇
一
四
年　

一
月
二
十
三
日
（
木
）

⑧⑧
二
〇
一
四
年　

三
月
六
日
（
木
）

⑨⑨
二
〇
一
四
年   

三
月
二
十
五
日
（
火
）　

　
　
　
　

以
上
九
回
開
き
ま
し
た
。

					







Ⅱ　

行
事

一　

学
部
授
業

　
　
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
へ
の
協
力

　

当
年
度
も
鳥
居
伸
好
教
授
の
も
と
二
〇
一
三

年
四
月
十
六
日
か
ら
七
月
二
十
三
日
ま
で
の
期

間
で
全
十
五
回
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
授
業

が
行
わ
れ
白
門
経
友
会
か
ら
齋
藤
顧
問
、
風
間

幹
事
長
に
加
え
て
、
外
部
か
ら
石
田
荘
氏
（
元

総
務
省
関
連
機
関
）、
川
島
弘
之
氏
（
西
武
信

用
金
庫
）
お
よ
び
中
村
博
司
氏
（
日
本
オ
ラ
ク

ル
）
の
三
名
の
講
師
に
学
外
授
業
特
別
協
力
者

と
し
て
講
義
を
行
っ
て
い
た
だ
き
好
評
を
得
ま

し
た
。
七
月
十
六
日
の
最
終
講
義
終
了
後
、
鳥

居
教
授
を
中
心
に
全
て
の
協
力
講
師
と
学
生
を

交
え
懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

二　

経
和
会
懇
親
会
に
参
加

　

二
〇
一
四
年
三
月
六
日
（
木
）
に
は
退
職
さ

れ
る
先
生
方
の
歓
送
を
含
め
た
、
経
済
学
部
教

員
の
親
睦
会
で
あ
る
経
和
会
の
懇
親
会
に
招
待

さ
れ
常
任
幹
事
も
参
加
し
ま
し
た
。

Ⅲ　

会
報
の
発
行
と
主
要
記
事

第
五
十
号　
　

二
〇
一
三
年
三
月
十
日
発
行

卒
業
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー　

、
第
二
十
三
回

　

定
期
総
会
案
内
等

第
五
十
一
号　

二
〇
一
三
年
五
月
十
日
発
行

定
期
総
会
の
案
内
、
議
事
内
容
案
の
詳
細

第
五
十
二
号　

二
〇
一
三
年
十
一
月
一
日
発
行

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
授
業
を
通
し
て

第
五
十
三
号　

二
〇
一
四
年
三
月
十
日
発
行

新
学
部
長
挨
拶
、
ゼ
ミ
活
動
の
紹
介

Ⅳ　

学
生
へ
の
呼
び
か
け

　

経
済
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合
会
、
キ
ャ
リ
ア

ガ
イ
ダ
ン
ス
学
生
運
営
委
員
会
、
各
ゼ
ミ
学
生

と
の
交
流
を
広
げ
る
た
め
に
常
任
幹
事
会
、
諸

行
事
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

第
二
号
議
案　

二
〇
一
四
年
度
活
動
計
画

Ⅰ　

会
議

一　

二
〇
一
四
年
度　

定
期
総
会

　

日
時　

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
年
）

　

	

　

六
月
七
日
（
土
）	

十
四
時

　

場
所　

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　

七
号
館　

七
一
〇
三
教
室

　

総
会
終
了
後
、
記
念
講
演
を
実
施
す
る
。　

　
　

演
題　
「
ア
ジ
ア
の
経
済
回
廊
と

	

　
　
　
　
　
　

グ
リ
ー
ン
経
済
」

　
　

講
師　

緒
方
俊
雄　

教
授

二　

幹
事
会

　
　

年
二
回
程
度
開
催
す
る
。

三　

常
任
幹
事
会

　
　

年
十
回
程
度
開
催
す
る
。

Ⅱ　

行
事

一　

学
部
授
業

　
　
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
へ
の
協
力

　

学
外
お
よ
び
会
員
か
ら
の
講
師
の
推
薦
を
経

友
会
と
し
て
協
力
支
援
す
る
。

二　

学
部
行
事

　
「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
」
へ
の
協
力

　

担
当
す
る
学
生
委
員
会
及
び
学
生
運
営
委
員

会
等
と
連
絡
を
取
り
つ
つ
全
面
的
に
協
力
す

る
。

三　

白
門
経
友
会
二
十
四
年
目
を
迎
え
会
員
同

士
の
親
睦
を
計
り
教
職
員
及
び
学
生
と
の
交
流

を
深
め
る
行
事
を
行
う
。

Ⅲ　

会
報
発
行

会
報
「
白
門
経
友
会
」
を
年
四
回
発
行
す
る
。

な
お
、
今
年
度
よ
り
紙
ベ
ー
ス
で
の
発
行
を
原

則
と
し
て
取
り
や
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
に
変
更
す
る
。

Ⅳ　

そ
の
他

一　

白
門
経
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
充

実
の
た
め
に
学
生
か
ら
の
投
稿
を
募
る

二　

多
数
が
参
加
可
能
な
講
演
等
の
開
催

三　

入
会
呼
び
か
け
の
強
化                                              
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え
、
あ
の
先
生
が

　
　
　
　
　
　

シ
リ
ー
ズ
⑯

　
　
　

経
済
学
部
教
授　

阿
部 

正
浩

　

四
月
も
終
わ
り
、
四
年
生
の
就
職
活
動

も
一
段
落
し
た
感
が
あ
る
。
今
年
の
就
活

は
、景
気
が
回
復
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
労
働
力
不
足
感
が
強
い
こ
と
も
あ

り
、
か
な
り
好
調
の
よ
う
だ
。
納
得
で
き

る
就
活
を
し
た
学
生
が
多
い
の
だ
ろ
う
、

早
々
に
打
ち
切
る
学
生
が
今
年
は
多
い
よ

う
だ
。

　

私
は
大
学
（
学
部
）
を
一
九
九
九
年
三

月
に
卒
業
し
た
。
そ
の
頃
も
今
年
に
似
た

状
況
だ
っ
た
。
私
の
場
合
、
大
学
院
へ
の

進
学
が
第
一
の
希
望
で
あ
っ
た
の
で
、
そ

れ
ほ
ど
就
活
に
は
身
を
入
れ
て
は
い
な

か
っ
た
が
、
一
応
は
し
た
。
外
資
系
投
資

銀
行
、
都
市
銀
行
や
長
期
信
用
銀
行
（
昔

は
メ
ガ
バ
ン
ク
で
は
な
か
っ
た
）、
証
券

会
社
、
製
鉄
会
社
、
な
ど
な
ど
。
何
の
脈

絡
も
な
い
活
動
を
し
た
。
今
の
就
活
本
に

言
わ
せ
た
ら
、
や
り
た
い
こ
と
が
明
確
に

な
っ
て
い
な
い
、キ
ャ
リ
ア
目
標
が
な
い
、

駄
目
な
活
動
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
、
私
の
場
合
、
キ
ャ
リ
ア
論

な
ど
で
語
ら
れ
る
し
っ
か
り
と
し
た
キ
ャ

リ
ア
目
標
な
ど
な
く
、
今
の
職
業
に
就
い

た
と
思
う
。
小
学
生
の
頃
は
外
科
医
に
な

り
た
い
と
思
っ
た
し
、
中
学
生
の
頃
に
は

設
計
士
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。
高
校
生

に
な
る
と
外
交
官
に
な
り
た
い
と
一
瞬

思
っ
た
が
、
経
済
系
の
学
部
を
志
望
し
た

の
は
商
社
マ
ン
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
か

ら
だ
。
振
り
返
れ
ば
、
特
に
一
貫
し
た
目

標
な
ど
無
か
っ
た
。
大
学
生
に
な
っ
た
ら

ス
パ
イ
に
憧
れ
た
。
今
も
暇
が
出
来
た
ら

ス
パ
イ
小
説
に
浸
っ
て
い
る
。

　

大
学
院
に
進
学
し
た
い
と
思
っ
た
の

も
、
勉
強
が
し
た
い
と
か
、
研
究
が
し
た

い
と
思
っ
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
。
大
学

に
入
学
し
て
、
も
し
か
し
た
ら
大
学
の
先

生
達
は
実
は
暇
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
か
ら
だ
。
少
な
く
と
も
夏
休
み
と
春
休

み
が
そ
れ
ぞ
れ
2
ヶ
月
は
あ
る
。
そ
れ
だ

け
で
一
年
の
三
分
の
一
は
仕
事
が
な
さ
そ

う
だ
。
給
料
も
ま
ず
ま
ず
だ
ろ
う
。
だ
っ

た
ら
時
間
あ
た
り
の
賃
金
は
高
い
は
ず
だ

し
、
研
究
と
称
し
て
好
き
な
こ
と
を
や
れ

ば
良
い
。
そ
ん
な
不
純
な
動
機
で
「
大
学

の
先
生
に
な
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の

で
し
ょ
う
か
？
」
と
、
私
の
恩
師
に
尋
ね

た
の
だ
っ
た
。

　

既
に
確
固
た
る
キ
ャ
リ
ア
の
目
標
が
あ

る
な
ら
、
そ
れ
に
突
き
進
ん
で
も
良
い
と

思
う
。
で
も
、
私
の
よ
う
に
い
い
加
減
で

も
ど
こ
か
に
は
収
ま
る
。
だ
か
ら
、
キ
ャ

リ
ア
が
見
え
な
い
と
か
目
標
が
な
い
と
か

で
あ
ま
り
悩
ま
な
い
方
が
良
い
。
キ
ャ
リ

ア
目
標
が
な
く
て
も
、
与
え
ら
れ
た
仕
事

や
課
題
を
着
実
に
誠
実
に
こ
な
し
て
い
け

ば
、
絶
対
に
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る
は

ず
だ
。業
種
や
職
種
に
と
ら
わ
れ
ず
、色
々

な
就
活
を
し
た
ら
良
い
。
仕
事
が
決
ま
っ

て
か
ら
着
実
に
誠
実
に
仕
事
を
す
る
こ
と

が
肝
心
肝
要
だ
。

　

今
の
仕
事
に
就
い
て
残
念
だ
っ
た
こ
と

が
一
つ
あ
る
。
学
生
時
代
に
予
想
し
た
よ

う
な
閑
な
時
間
が
余
り
な
い
の
だ
。
夏
休

み
も
春
休
み
も
カ
レ
ン
ダ
ー
通
り
に
休
ん

だ
こ
と
が
な
い
。
人
生
、
予
想
通
り
に
は

う
ま
く
い
か
な
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
。 

　

中
央
大
学
経
済
研
究
所 

創
立
五
十
周
年
記
念
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
日
本
経
済
の
再
生
と
新
た
な
国
際
関
係
」

を
左
記
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時　

六
月
二
十
八
日
（
土
）

　
　
　

十
二
時
五
十
分
～
十
七
時
三
十
分

　

場
所　

中
央
大
学 

駿
河
台
記
念
館

　

な
お
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
の

で
、
詳
細
を
含
め
て
経
済
研
究
所
の
サ
イ

ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
確
認
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

　

英
語
で
は
「
同
窓
会
」
をalum

ni as-

sociation

と
言
い
ま
す
。alum

ni

は「
養

い
子
た
ち
」
と
い
う
ラ
テ
ン
語
で
、
個
人

と
そ
れ
を
育
て
た
組
織
（
国
家
な
ど
）
と

の
関
係
を
示
す
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
も
用

い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
か
た
や
日
本
語
の

「
同
窓
」
は
、「
蛍
雪
」（「
蛍
の
光
、
窓
の

雪
」
の
故
事
）
つ
ま
り
苦
学
を
同
じ
く
し

た
と
い
う
仲
間
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
を

強
調
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

語
源
が
示
す
二
つ
の
側
面
は
、
同
窓
会

の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
重
要
な
点
を
示

唆
し
て
い
ま
す
。
同
じ
時
代
、
同
じ
キ
ャ

ン
パ
ス
で
経
験
を
共
に
し
た
者
同
士
の
横

の
つ
な
が
り
と
と
も
に
、
大
学
を
結
節
点

と
し
て
様
々
な
世
代
と
が
つ
な
が
っ
て
ゆ

き
、
縦
糸
と
横
糸
と
で
大
き
な
織
物
を

織
っ
て
ゆ
く
、
そ
ん
な
会
に
白
門
経
友
会

が
な
っ
て
い
け
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
（
文
責
：
常
任
幹
事　

濱
岡　

剛
）
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